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Ⅰ．はじめに

秩父演習林のスギ，ヒノキ，サワラ，カラマツ人工林内には，成長量の測定や，間伐効果の検

証を目的（澤田ら，1999）に設定された人工林固定測定試験地があり，「成長試験地」と山本ら（1988）

が紹介した「間伐試験地」に区別されている。試験地の多くは1956 ～ 1970年に設定され，以降

２～ 15年ごとに測定されてきたが，1996年に試験地調査計画の見直しを行い，1999年以降は５

年ごとに測定が行われてきた。設定から2010年までの測定結果は報告済みである（山本ら1988，

大村ら2004，大村ら2012）。本資料では2011年，2012年に行われた「成長試験地」11箇所，「間伐

試験地」12箇所の測定結果を報告する。

Ⅱ．試験地の概況

人工林固定測定試験地は埼玉県秩父市大滝の秩父演習林に設置されている。1934年に「成長試

験地」が２箇所設置され，その後1956年から1964年の間に「成長試験地」が46箇所，「間伐試験地」

が４箇所設定されたが，設置林分を皆伐したため消滅した試験地や，「成長試験地」から「間伐

試験地」に変更された試験地，新たに設置した試験地があり，2013年現在，測定が継続されてい

るのは「成長試験地」が11箇所，「間伐試験地」が32箇所である（図－１）。

「成長試験地」はスギ林分７箇所，ヒノキ林分４箇所に設置されている（表－１）。「間伐試験地」

はスギ林分15箇所，ヒノキ林分７箇所，サワラ林分7箇所，カラマツ林分３箇所に設置されている。

「間伐試験地」の目的が高冷地に植栽された林木の成長データを得ることにあった（山本ら 

1988）ため，その多くは標高1000ｍ前後に設置された（表－２）。間伐試験地のうち，矢竹沢29

林班い１小班に1997年に新設されたスギ503A・B・Cと1999年に新設されたヒノキ033F・Gは，

秩父演習林における人工林固定測定試験地成長資料
（2011，2012年）

丹羽悠二＊1・千嶋武＊1・大村和也＊1・相川美絵子＊2・五十嵐勇治＊1・ 
吉田弓子＊1・齋藤俊浩＊1 

Growth Records on the Artificial Forest Permanent Plots in  
the University of Tokyo Chichibu Forest (2011，2012)

Yuji NIWA＊1, Takeshi CHISHIMA＊1, Kazuya OOMURA＊1, Mieko AIKAWA＊2, 

Yuji IGARASHI＊1, Yumiko YOSHIDA＊1 and Toshihiro SAITO＊1

＊1 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林秩父演習林
The University of Tokyo Chichibu Forest, Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo

＊2 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林田無演習林
The University of Tokyo Tanashi Forest, Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo



148 丹羽悠二ら

図－１．人工林固定測定試験地の位置

表－１．試験地林分の概要（成長試験地）

表－２．試験地林分の概要（間伐試験地）
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1959年および1962年に設定されたものを区画，密度を見直し，新たに設定し直したものである。

Ⅲ．測定方法

胸高直径は毎木調査であり，65cm未満の樹木は輪尺により山側およびそれと直交する２方向

を0.1cm単位で測定し，平均値を求めた。65cm以上の樹木，または輪尺による測定が困難な場合

は直径巻尺により0.1cm単位で測定した。測定位置は地上1.3mとした。樹高は初回測定時に胸高

直径階に偏りがないように選出した一部の個体を継続して測定することを基本とした。伐採や枯

損により測定ができなくなった場合には，同一の胸高直径階にあり，樹冠折れ，被圧など伸長成

長に著しい障害のない個体を代替木として測定した。測定には1981年まではワイゼ式測高器，

1985年から2001年まではブルーメライスを用いていたが，2002年以降はバーテックス（VertexⅢ, 

Haglöf, Sweden）を用いて0.1m単位で測定している。

Ⅳ．データ概要

表－３に直径分布（２cm括約）と林分特性値を示す。各試験地の調査データは表－４に示す

通りである。表－４に記載された「間伐」，「枯損」は前回の測定から今回の測定までに樹木が間

伐されたり，枯損したりしたことを示している。また，調査木の個体番号を再設定した試験地に

ついては，過去の報告（山本ら1988，大村ら2004，大村ら2012）とのデータの継続性を保つため，

表中にその旨を記載した。
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表－３．胸高直径の分布
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表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）



演習林（東大）, 56, 147-190 (2014)

 秩父演習林における人工林固定測定試験地成長資料 153

表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）



演習林（東大）, 56, 147-190 (2014)

 秩父演習林における人工林固定測定試験地成長資料 159

表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－３．胸高直径の分布（つづき）



演習林（東大）, 56, 147-190 (2014)

 秩父演習林における人工林固定測定試験地成長資料 161

表－３．胸高直径の分布（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）



182 丹羽悠二ら

表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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表－４．胸高直径と樹高（つづき）



演習林（東大）, 56, 147-190 (2014)

 秩父演習林における人工林固定測定試験地成長資料 189

表－４．胸高直径と樹高（つづき）
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Ⅴ．おわりに

人工林固定測定試験地は，長伐期施業下の高齢人工林に関する資料を収集するために今後も継

続して測定し，その測定結果を報告していく予定である。

本資料の測定には，秩父演習林の職員以外にも，森林経理学研究室の教員及び学生など多くの

方にご協力いただいた。ここに厚く御礼を申し上げる。
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